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民はどこに行ってしまったのか，だれも知らない。
（解説）
ベトナムにおける青銅器時代文化の確認とその発展段階を跡づける考古学調査研究は，東南アジ
ア考古学世界において独自の地位を確立してきた。1960～70年代における東南アジア考古学研究は，
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欧米人研究者が進めるタイ調査と，フランスから独立し，ベトナム人自身の手で進められたベトナム
調査が主流であった。そのなかで，理化学的手法に頼る欧米人研究者の成果は東南アジアの先史文化
の起源と形成にコペルニクス的転換を迫り，世界的にセンセーションを巻き起こした。しかし，その
研究手法には問題が多く，現在ではその成果が見直され，否定されている状況である。それに比べて
ベトナム考古学の成果は手堅い考古学的手法による研究成果であったため，その主張は理解しやすく
説得的であった。
フランス植民地時代に，青銅器時代に位置づけられ，漢代並行期と考えられていたのがドンソン文
化であった。このドンソン文化に先行する先ドンソン文化の発見がこれまでのフランス植民地下の研
究から大きく脱却し，その成果はその後のベトナム史研究や政治に大きな影響をあたえることになっ
た。1960年代後半から1975年までの抗米救国闘争（いわゆるベトナム戦争）における思想的根拠とな
ったのがこの考古学的成果であった。ベトナム民族のアイデンティティを保証する学問として考古学
研究が位置づけられ，ホーチミン大統領が民衆に呼びかけた言葉 雄王たちが建国したこの国を護ら
なければならないのなかの雄王国とは，まさに考古学による青銅器時代研究の成果からみえてきた
国家の姿であった。
さて，本書の旧版と新版を比べると，新版ではその内容が豊富になっていること，フングエン文化
の起源問題について旧版ではほとんど語られていなかったのが，未解明ながらもその方向性を示して
いる点などが特徴的である。
ところで，フングエン文化を研究するうえで基本となるフングエン遺跡の発掘報告書は，1978年
に社会科学出版社から刊行されたホアンスオンチン（HoangXuanChinh）氏とグエンゴック
ビック（NguyenNgocBich）氏共著のDiChiKhaoCoHocPhungNguyen（フングエン考古遺跡）
がある。また，フングエン遺跡の発掘調査から40周年を記念して，1999年にフート省でフングエン
文化をめぐるシンポジウムがあり，その記録が 2001年に刊行されている。Tim HieuVanHoa
PhungNguyen（フングエン文化の理解）で29名の研究者の報告が載る。また，2005年にハノイ国家
大学出版社から刊行されたハンヴァンカン氏のVanHoaPhungNguyen（フングエン文化）が
フングエン文化についての総合的な研究書となっている。他に氏はフングエン文化の代表的な遺跡で
複数の牙璋が出土したことで著名なソムレン遺跡の研究書Xom RenMotditichkhaocodacbiet
quantrongcuathoidaidodongVietNam（ソムレン－ベトナム青銅器時代の特別な重要考古遺跡の
ひとつ）を2009年にハノイ国家大学出版社から刊行している。
単行本としては，上記のものが主であるが，研究誌KhaoCoHoc（考古学）にフングエン文化に
関する論攷や年報NhungPhatHienMoiVeKhaoCoHoc（考古学新発見）にフングエン文化の遺
跡調査報告が掲載されている。
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